
衛星データによる火山・溶岩活動の検知
Volcanic activity detecting using satellite data 
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・火山積火に伴い地表温度が上昇。

！鯉セン山り地表温悶測することが可能
・衛星級測は銭測頻度が高〈、観測領援も広い。
・多くのデータは無料で取得することが可能。

令 衛星データを用いて火山活動に関する地表温度を連続
監視し、温度異常を検出することを研究目的とする。
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本研究ではNASAの地球観測システム衛星Aquaに裕織されたMODISセンサの夜間の赤外
データ（band20,band27,band31,band32,band34 .band35）を使用．
日本・新型E岳（31.931"N, 130.864・E）を対象．
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11.ダウンロードした蜘ISデータをバイナリデータから慨温度に変換するl
＋ 

12.山頂を中心に土0.5・（10伽×100km）の制の慨温度マップを作成するl

＋ 
13.領織内の任意のピクセルの時系列国を作成するα003年1月～200時 12月>I ' -
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4.閣僚を超えたものを震とみなし、棄却する (Fig5(3)) 
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Fig6！ま輝度温度と黍離率の時系列国で
ある。図のピンク色でマスクされた領減
は火山活動期間である．費量厳率図におい
て、随値（会解析期間の平均＋6σ）を
越えた臼を赤色で示している。
図より、赤で示された臼が火山活動期間

と対応しているため、本研究のアルゴリ
ズムが火山活動の検知に有効であると考
えられる。
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円g1 2006年5月10自の寓度温度マップ

Fig.11立前処理1で作成した2011年
1.1'!29臼の錫度温度マップである．
1月29臼には火碍涜が発生した．右
のカラースケールlま輝度温度を表
し．山頂付近で値が上昇している
事がわかる．
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g円g2（・）It山頂の玲系列、 (b)I立山I置から商量れた位置の時系列である．機紬rt錫度温度、積織は時間苦虫す．グ

ラフゅのピンヲ色の領＿，孟噴火活動綱鯛を示す．
また．偏向車内の全てのピウセルにおいて冬から夏にかけて錫虚温度が上昇し．裏から冬にかけて滋少する季節
変動を砲飽することがで曹た．この季節獲量島や空間的な＊動要繁｛気象録件や之湯水分）の，g，を取り除〈ために
統計処湿幸次に行う． 棚田園調園田園闘相I －偶1
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－雲の除去を正確に行った上で、統計的手法（評価関数・黍離率）を用いる

ことで、火山活動がしっかり検知できた。

－雲の除去については、 Band34-Band35、Band31-Band27、Band20-Band31、
Band31-Band32のバンド間差分値を用い、各バンドの放射特性を考慮
した闇値の設定を行った。
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今後の課題

・火山活動期間中に山頂またはそのリファレンスポイントに雲がかかって

いたため、異常が検知できない日があった。

司時間分解能の良い静止衛星（Meteosat等）のデータと合わせて解析を
行う必要がある。
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Fig.4.平淘鐘と.火値の算出

観測点（FocalPoint:FP）の観測値から箆.d.れた観測点（Refer，朋ω
向int恨めの舞型隼主金堂金値を僻鏑鱒激（S）とを金.ljg.3). 
I I I S=Jlt,i-Bt..1 f 
I I J ，，，；.ザ ・・…・・・（問。1)I 11 ＜~ゐ －Bt,,，＞仰向『・vI s・o( other ) 

FPとRPの組み合わせごとに時系列を作成し、時系列から各緩み合わ
せのE平価関量生｛幻と平均値（S）が得られる(Fig.4). 
ただし、地表ピクセルと.ピクセルで評価倒数を計算してしまうと
、差分値が大きくなってしまい．適切な評価関数が得られない．そ

γ……ぅ…
価翻数の特異色を表す..率Colという値を定穫する（eq.2).
価関数の値が大きいほど特異性がiiい．

置誼.理・・・

59 

．．．．．．，．．…（eq.2) σー＝
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